
◆令和２年度第２回加古川市子ども・子育て会議　事前質問一覧

資料 内　容 理　由 回　答 担当課

1 資料２

　定員と申し込み人数に大きな乖離が見られますが、実施園を今後増やし
ていく計画はあるのでしょうか？3歳児から預けられるのであれば、4歳、
5歳と同じ場所、先生たちで見ていただけると安心なので実施園を拡大し
ていただきたいです。

　このたびの公立幼稚園・認定こども園幼稚園部の申込結果と併せて、保
育所等への申込状況や待機の状況を踏まえ、次年度以降の取組を検討して
いきます。

こども政策課
幼児保育課
教育総務課

2 資料２
　二次募集の際に対象園区なしとなっていますが、二次募集で無しにした
のは何故ですか？

　二次募集においても、居住区域の園区に空きがある場合はそちらの園に
申し込むこととなります。ただし、居住区域の園に空きがない場合は、幼
児教育を受ける機会をできる限り確保するため、本来園区とは違う園への
申し込みを認めています。
　なお、本来園区とは違う園に入園した場合でも、次年度においては本来
園区の園に通園いただくことになります。

幼児保育課

3 資料２
　1次募集、2次募集ともに落選した3歳児の教育機会は、どのように保障
していくか、市の考え方をご教授いただきたいです。

落選した3歳児の保護者向けに、私立幼稚園・私
立認定こども園へ入園斡旋等を行なうのでしょう
か？

　教育、保育ともに、申込状況や待機状況を踏まえ、全ての子どもが適切
に利用できるように、取組を検討します。
　なお、各施設の案内パンフレットは幼児保育課窓口に設置しており、来
庁者から問合せがあった場合は案内等を行っています。

こども政策課
幼児保育課
教育総務課

4 資料２

　現時点での私立の1号認定の決定者人数(空き状況)を区域毎に確認したい
です。
　上記回答にあわせ、今回の市立の募集人数が適切だったか？の市の考え
方をご教授いただきたいです。

教育希望人数の合計は変わらず、私立から市立へ
の流出したの認識となれば、R4年度以降の市立定
員の再検討を行っていただきたいです。

　現在、市で把握している私立認定こども園の3歳児の入所決定及び不承
諾の人数は下記のとおりです。
　※不承諾者数は括弧書きにて表示。延人数のため重複あり。

　なお、市立の募集人数が適切かどうかについては、現時点で判断するこ
とはできませんが、最終的な私立施設への申込状況や待機状況を踏まえ、
次年度の定員数を検討していきます。

こども政策課
幼児保育課
教育総務課

5 その他

　コロナの感染が再度広がったことにより、小学校から「家族に風邪症状
がある場合も出席停止」と言われています。
　それは致し方ないのですが、出席停止となった児童に対してどういった
フォローが考えられているのでしょうか？
 （感染した場合、濃厚接触者となった場合も含む）
　子どもにとって数少ない居場所である学校から切り離されるわけですか
ら、当然大きなストレスがかかります。
 担任の先生からの電話、プリント配布がたとえ毎日あったとしても（先生
方のご負担も気になりますが）、それだけでは十分とは言えないと思いま
す。
　学校に行けなくても授業を受けられるようにタブレットで一緒に授業を
受けられるようにするといった準備は進んでいるのでしょうか。
　感染症に関することだけではなく、不登校になっている子どもたちの中
にも授業を見ることができたら、というケースもあると思います。
　教育を受ける権利を奪わないでほしい、ということと、心のケアという
両方の面において早急に検討いただけないかと思います。

　出席停止となった児童生徒に対しては、現在、学級担任による電話連絡
やポスティングで対応しております。
　今後臨時休業となった場合に備え、1学期中に各家庭でのインターネッ
ト接続状況等についてアンケートを実施しました。そのうえで、課題の配
付回収や文字による質疑応答ができるよう児童・生徒にアカウントを配付
し、G Suite for Educationのアプリケーション「クラスルーム」開設を
進めております。また、今年度中に長期の臨時休業となった場合には、イ
ンターネットが利用できない中学３年生を対象として、モバイルルーター
をリースし、必要な家庭に端末の貸し出しができるよう準備を進めており
ます。
　来年度からは、すべての児童生徒に1人1台端末が配付され、地域BWA
において、市内どこからでも無料で通信が可能となります。今後、不登校
の児童生徒への配信については、一人一人状況が異なるため、様々な状況
をふまえつつ検討を行ってまいります。

学校教育課
（教育総務課）

区域Ａ 区域Ｂ 区域Ｃ 合計

3年度 111(106) 19(0) 83(23) 213(129)

2年度 84(165) 16(9) 81(32) 181(206)

前年比 ′+27(△59) +3(△9) +2(△9) +32(△77)

≪入所決定者数及び不承諾者数≫

－1 －
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6 その他

　令和元年度第５回会議にて、里親制度についての啓発をしてほしい旨を
発言させていだきました。20年10月の広報かこがわの特集3にて、「里
親制度」の記載をしていただき、誠にありがとうございました。
　引き続き、社会的養護における里親制度の啓発へ協力をお願いしたいで
す。

家庭支援課

7 その他

　11月の神戸新聞記事にて、「三木市において育休退園の廃止を求めて著
名活動に取り組んでいること」の記載がありました。
　現状の加古川市の状況(育休退園させるかどうか？)を確認したいです。
もし育休退園させているなら、今後について、市の考え方についてをご教
授いただきたいです。

　加古川市では、育児休業前から保育所等に入所している場合に限り、育
児休業に係る子どもが満１歳に達する日以後最初の３月３１日まで保育の
実施の継続を認めています。

幼児保育課

－2 －


